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(57)【要約】
　本発明は、携帯端末に対する動作関連入力によって複
数個のオブジェクトの表示を制御する方法を提供する。
このために本発明は、複数のオブジェクトが各々表示さ
れる領域を含むレイアウトが表示される状態で、上記携
帯端末に対する動作関連入力が受信されると、上記動作
関連入力に対応する複数の領域のうち一つ以上の領域を
変更するステップと、上記変更された領域を含むレイア
ウトを表示するステップと、からなる。このような動作
関連入力には、携帯端末自体の動き、ユーザの息、ジェ
スチャなどが該当することができる。また、本発明は、
レイアウトを構成する領域のうちいずれか一つがタッチ
された状態で動作関連入力が検出される場合、タッチさ
れた領域を除外した残りの領域が再配列される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　携帯端末に対する動作関連入力によって複数個のオブジェクトの表示を制御する方法で
あって、
　前記複数のオブジェクトが各々表示される複数の領域を含むレイアウトを表示するステ
ップと、
　前記携帯端末に対する動作関連入力を受信するステップと、
　前記携帯端末の動作関連入力に対応する前記複数領域のうち一つ以上の領域を変更する
ステップと、
　前記変更された領域を含むレイアウトを表示するステップとを含むことを特徴とする方
法。
【請求項２】
　前記携帯端末に対する動作関連入力は、
　前記携帯端末のモーション、ユーザの息、ジェスチャのうち少なくとも一つであること
を特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記動作関連入力が前記携帯端末のモーションである場合、前記携帯端末の上下、左右
、対角線方向のうち少なくとも一つに対応する往復モーション方向を検出するステップを
さらに含むことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記携帯端末の動作関連入力に対応する領域を変更するステップは、
　前記往復モーションの方向に対応する前記複数の領域のうち一つ以上の領域を変更する
ステップを含むことを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記複数の領域のうちいずれか一つの領域がタッチされるかを判定するステップと、
　前記タッチが維持された状態で前記携帯端末の前記動作関連入力が受信されるかを判定
するステップと、
　前記タッチが維持された状態で前記携帯端末の前記動作関連入力が受信されると、前記
タッチされた領域を除外した残りの領域を再配列するステップをさらに含むことを特徴と
する請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記タッチが維持された状態で前記携帯端末の前記動作関連入力が受信されると、前記
オブジェクトの属性に基づいて前記タッチされた領域に属するオブジェクトに関連した一
つ以上のオブジェクトを検索するステップと、
　前記残りの領域に前記検索されたオブジェクトが表示されるレイアウトを表示するステ
ップをさらに含むことを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記タッチされた領域に属したオブジェクトが人物写真である場合、
　前記人物写真と関連した写真を検索し、前記検索された写真を前記残りの領域に表示す
るステップをさらに含むことを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記変更された領域を含むレイアウトを表示するステップは、
　前記オブジェクトに対する横及び縦構成方式に関する前記オブジェクトの属性を考慮し
て前記変更された領域に前記複数のオブジェクトを配置するステップであることを特徴と
する請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記変更された領域を含むレイアウトを表示するステップは、
　前記複数のオブジェクトのうち、もっとも大きな領域に表示されていたオブジェクトを
最も小さな領域へ移動させ、前記最も小さな領域に表示されていたオブジェクトを、前記
最も大きなサイズの領域へ移動させるステップであることを特徴とする請求項１に記載の
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方法。
【請求項１０】
　前記携帯端末の往復モーションの方向が検出されると、前記携帯端末の往復モーション
の回数が一定個数以上であるかを判定するステップと、
　前記往復モーションの回数が一定個数以上であれば、現在ページの前記レイアウトを構
成する領域に一定個数の領域を追加するステップをさらに含むことを特徴とする請求項３
に記載の方法。
【請求項１１】
　前記一定個数の領域は、次のページのレイアウトを構成する一定個数の領域であること
を特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記領域の数を調節するための要請が受信されると、前記複数の領域の数を調節するた
めのアイコンを表示するステップと、
　前記領域の数を調節するための前記アイコンがタッチされた状態で前記携帯端末の動作
関連入力が受信されると、複数の領域に一つ以上の領域を追加するか又は複数の領域から
一つ以上の領域を削除するステップをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法
。
【請求項１３】
　携帯端末に対する動作関連入力によって複数個のオブジェクトの表示を制御する前記携
帯端末であって、
　前記複数のオブジェクトが各々表示される複数の領域を含むレイアウトを表示する表示
部と、
　前記携帯端末に対する動作関連入力を検出するセンサモジュールと、
　前記携帯端末の動作関連入力に対応する前記複数の領域のうち、一つ以上の領域を変更
し、前記変更された領域を含むレイアウトを表示するように前記表示部を制御する制御部
と、を含むことを特徴とする携帯端末。
【請求項１４】
　前記携帯端末に対する動作関連入力は、
　前記携帯端末のモーション、ユーザの息、ジェスチャのうち少なくとも一つであること
を特徴とする請求項１３に記載の携帯端末。
【請求項１５】
　前記センサモジュールは、
　前記携帯端末のモーションを検出するモーションセンサ、前記ユーザの息を検出する息
検出センサ、前記ジェスチャを感知するカメラセンサのうち少なくとも一つを含むことを
特徴とする請求項１４に記載の携帯端末。
【請求項１６】
　前記センサモジュールは、
　前記携帯端末の上下、左右、対角線方向のうち少なくとも一つに対応する往復モーショ
ン方向を検出することを特徴とする請求項１４に記載の携帯端末。
【請求項１７】
　前記制御部は、
　前記センサモジュールを介して検出された往復モーションの方向に対応する複数の領域
のうち一つ以上の領域を変更することを特徴とする請求項１６に記載の携帯端末。
【請求項１８】
　前記制御部は、
　前記複数の領域のうちいずれか一つの領域が選択されるかを判定し、前記選択が維持さ
れた状態で前記センサモジュールを介して前記携帯端末に対する動作関連入力が検出され
ると、前記選択された領域を除外した残りの領域を再配列することを特徴とする請求項１
３に記載の携帯端末。
【請求項１９】
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　前記制御部は、
　前記選択が維持された状態で前記センサモジュールを介して前記携帯端末に対する動作
関連入力が検出されると、前記選択された領域の属性に基づいて前記選択された領域に属
するオブジェクトに関連したオブジェクトを検索し、前記残りの領域に前記検索されたオ
ブジェクトのそれぞれが表示されるレイアウトを前記表示部上に表示するように制御する
ことを特徴とする請求項１８に記載の携帯端末。
【請求項２０】
　前記制御部は、
　前記選択された領域に属したオブジェクトが人物写真である場合、
　前記人物写真に表した人物と関連した写真を検索し、前記検索された写真を前記残りの
領域に表示するように前記表示部を制御することを特徴とする請求項１９に記載の携帯端
末。
【請求項２１】
　前記制御部は、
　前記オブジェクトに対する横及び縦構成方式に関する前記オブジェクトの属性を考慮し
て前記変更された領域に前記複数のオブジェクトを配置することを特徴とする請求項１３
に記載の携帯端末。
【請求項２２】
　前記制御部は、
　前記複数のオブジェクトのうち、もっとも大きな領域に表示されていたオブジェクトを
最も小さな領域へ移動させ、前記最も小さな領域に表示されていたオブジェクトを前記最
も大きな領域へ移動させることを特徴とする請求項１３に記載の携帯端末。
【請求項２３】
　前記制御部は、
　前記センサモジュールを介して検出される前記携帯端末の往復モーションの回数が一定
個数以上であるかを判定し、前記往復モーションの回数が一定個数以上であれば、現在ペ
ージのレイアウトを構成する領域に一定個数の領域を追加することを特徴とする請求項１
４に記載の携帯端末。
【請求項２４】
　前記一定個数の領域は、次のページのレイアウトを構成する一定個数の領域であること
を特徴とする請求項２３に記載の携帯端末。
【請求項２５】
　前記制御部は、
　前記領域の数を調節するための要請が受信されると、前記複数の領域の数を調節するた
めのアイコンを表示し、前記領域の数を調節するための前記アイコンがタッチされた状態
で前記携帯端末の前記動作関連入力が受信されると、前記複数の領域に一つ以上の領域を
追加するか又は複数の領域から一つ以上の領域を削除することを特徴とする請求項１３に
記載の携帯端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、タッチスクリーン上に表示される複数のオブジェクトを管理する装置及び方
法に関し、特に、タッチスクリーン上で複数のオブジェクトの表示を携帯端末のモーショ
ン（motion）により容易に変更できる装置及び方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　タッチスクリーンは、映像を表示するためのディスプレイ装置にタッチパネルが結合さ
れ形成されるもので、ユーザにとってキーボードやマウスがなくても命令を容易に入力可
能とする。上記タッチスクリーンは、携帯端末、ナビゲーション装置、ＴＶ、ＡＴＭ(Aut
omated Teller Machines)、商店のＰＯＳ（Point-Of-Sale）装置など、多様な電子装置に
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広く使われている。
【０００３】
　例えば、最近、携帯端末で提供する多様なサービス及び付加機能が順次拡大されるにつ
れて、多くの携帯端末がタッチスクリーンを用いたグラフィカル ユーザインターフェー
ス（Graphical User Interface）を提供している。
　このような携帯端末の効用価値を高めてユーザの多様な要求を満足させるために、携帯
端末で実行可能な多様なアプリケーションが開発されている。
【０００４】
　携帯端末には、上記装置の製造社により製作されて上記装置に設置される基本アプリケ
ーションと、インターネットを通じてアプリケーション販売ウェブサイトからダウンロー
ドされる追加アプリケーションなどが保存されて実行されることができる。
【０００５】
　これによって、最近スマートフォン及びタブレットＰＣのような携帯端末内には、少な
くとも数百個のアプリケーションが保存されており、上記アプリケーション各々を実行さ
せるためのショートカットキー（shortcut keys）がアイコン形態で携帯端末のタッチス
クリーン上に表示される。これによって、ユーザは、タッチスクリーン上に表示されたア
イコンのうちいずれか一つをタッチすることによって、所望のアプリケーションを上記携
帯端末で実行させることができる。また、携帯端末のタッチスクリーン上には、上記ショ
ートカットキー以外にも、ウィジェット、写真及び文書などのような多様な形態のビジュ
アルオブジェクトが表示されている。
【０００６】
　しかしながら、携帯端末でこのような多様な形態のビジュアルオブジェクトの増加によ
って、問題が発生している。携帯端末内には多くのビジュアルオブジェクトが保存されて
いるが、携帯端末に備わった小型の画面上に表示可能なオブジェクトの個数は非常に限定
される。
【０００７】
　したがって、このように画面上に表示され得る空間の制約によって、上記画面を通じて
表示される数多くのビジュアルオブジェクト（visual objects）を分類して整理すること
が要求される。しかしながら、レイアウトの構成要素を規則的に配置することだけでは不
十分であり、例えば、携帯端末の画面上に表示される複数のビジュアルオブジェクトは、
ユーザによって編集、位置移動、削除などのような管理が便利に実行されることが要求さ
れる。しかしながら、従来には、複数のオブジェクトの表示を変更しようとする場合、上
記携帯端末の画面を編集（Edit）環境の画面に転換させた後、削除又は修正するための命
令を反復して入力しなければならない面倒さ及び不便さがあり、このような編集過程に多
くの時間が必要となる問題がある。
【０００８】
　上記情報は、本発明の理解を助けるために背景情報のみとして開示される。これらが本
発明に対して従来技術として適用できるか否かに関しては何の決定及び断言も下されてい
ない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明の目的は、少なくとも上述した問題点及び／又は課題に取り組み、少なくとも以
下の便宜を提供することにある。
　本発明の目的は、複数のオブジェクトが配置されるレイアウトの構成要素をユーザの所
望の形態で容易に変更するための装置及び方法を提供することにある。
【００１０】
　また本発明の目的は、携帯端末のモーションを利用して複数のオブジェクトの配列及び
そのオブジェクトが配置されるレイアウトの表示を容易に制御できる装置及び方法を提供
することにある。
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【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の実施形態によれば、 携帯端末に対する動作関連入力によって複数個のオブジ
ェクトの表示を制御する方法を提供する。上記方法は、上記複数のオブジェクトが各々表
示される複数の領域を含むレイアウトを表示するステップと、上記携帯端末に対する動作
関連入力を受信するステップと、上記携帯端末の動作関連入力に対応する上記複数領域の
うち一つ以上の領域を変更するステップと、上記変更された領域を含むレイアウトを表示
するステップとを含む。
【００１２】
　本発明の他の実施形態によれば、電子装置により表示された画面を修正するための方法
を提供する。上記方法は、 複数の領域を含む画面を表示するステップと、各領域はそれ
ぞれのグラフィックオブジェクトを含み、ユーザ入力を受信するステップと、一つ以上の
領域に対する一つ以上の視覚的特徴(例えば、サイズ、形態及び/または位置）を修正する
ための画面を修正するステップと、上記修正された画面を表示するステップと、を含む。
【００１３】
　本発明のさらに他の実施形態によれば、 携帯端末に対する動作関連入力によって複数
個のオブジェクトの表示を制御する携帯端末を提供する。上記携帯端末は、上記複数のオ
ブジェクトが各々表示される複数の領域を含むレイアウトを表示する表示部と、上記携帯
端末に対する動作関連入力を検出するセンサモジュールと、上記携帯端末の動作関連入力
に対応する上記複数の領域のうち、一つ以上の領域を変更し、上記変更された領域を含む
レイアウトを表示するように上記表示部を制御する制御部と、を含む。
【００１４】
　本発明のまたさらに他の実施形態によれば、電子装置によって表示された画面を修正す
るための装置を提供する。上記装置は、複数の領域を含む画面を表示する表示部と、各領
域はそれぞれのグラフィックオブジェクトを含み、ユーザ入力を受信する入力部と、一つ
以上の領域に対する一つ以上の視覚的特徴(例えば、サイズ、形態及び/または位置）を修
正するための画面を修正し、上記修正された画面を表示するように上記表示部を制御する
制御部とを含む。
【００１５】
　本発明のまたさらに他の実施形態によれば、本発明は、実行の際に、上述した側面のい
ずれか一つによる方法、システム及び／又は装置に具現されるために配列された命令を含
むコンピュータプログラムを提供する。
【００１６】
　本発明とそれによって存在するより完全な理解と、それに従う多くの利点のより完全な
理解は容易に明らかになり、添付された図面との結合を考慮すれば、後述する詳細な説明
を参照してよりよく理解できる。図面中、同一の参照符号は、同一であるか又は類似した
構成要素を示す。
【００１７】
　本発明の他の目的、利点、及び顕著な特徴は、添付の図面及び本発明の実施形態からな
された以下の詳細な説明から、この分野の当業者に明確になるはずである。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明の実施形態によれば、ユーザは、携帯端末を利用して彼／彼女が所望するパター
ンでレイアウトの構成要素(すなわち、領域／オブジェクト）を直観的に配列することが
できる。したがって、本発明の実施形態によれば、ユーザは携帯端末のモーションによっ
てユーザが所望するパターンで携帯端末の画面に表示された複数のオブジェクトの配列を
容易で迅速に変更することができる。またオブジェクトが携帯端末の簡単なモーション入
力を介して配列されるレイアウトの構成を変更することができるので、ユーザの便利性が
極大化されることができる。
【００１９】
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　さらに、所望のオブジェクトが含まれたレイアウトがオブジェクトの属性を構成して提
供し得るので、統一された秩序感覚がある合わせ型レイアウトを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
　本発明の実施形態の上述した及び他の様相、特徴、及び利点は、以下の添付図面を併用
した後述の詳細な説明から、より一層明らかになる。
【図１】本発明の一実施形態による携帯端末を示す概略的なブロック図である。
【図２】本発明の一実施形態による携帯端末の前面斜視図である。
【図３】本発明の一実施形態による携帯端末の後面斜視図である。
【図４】本発明の一実施形態による携帯端末におけるレイアウトを構成する領域を変更す
る方法を説明するための概略的な順序図である。
【図５】本発明の一実施形態による携帯端末の往復モーション方向によってレイアウトを
構成する領域が変更される過程を示す例示図である。
【図６】本発明の一実施形態による携帯端末の往復モーション方向によってレイアウトを
構成する領域が変更される過程を示す例示図である。
【図７】本発明の一実施形態による携帯端末の往復モーション方向によってレイアウトを
構成する領域が変更される過程を示す例示図である。
【図８】本発明の一実施形態による携帯端末の往復モーション方向によってレイアウトを
構成する領域が変更される過程を示す例示図である。
【図９】本発明の他の実施形態による息によってレイアウトを構成する領域が変更される
過程を示す例示図である。
【図１０】本発明の一実施形態によるレイアウトの配列規則を説明するための図である。
【図１１】本発明の一実施形態によるレイアウトの配列規則を説明するための図である。
【図１２】本発明の他の実施形態による携帯端末におけるレイアウトを構成する領域を変
更する方法を説明するための概略的な順序図である。
【図１３】本発明の他の実施形態によるタッチされたオブジェクトの属性によってレイア
ウトを構成する領域に表示されるオブジェクトが変更される過程を示す例示図である。
【図１４Ａ】本発明の一実施形態による携帯端末におけるレイアウトを構成する領域の数
を調節する方法を説明するための概略的な順序図である。
【図１４Ｂ】本発明の一実施形態による携帯端末におけるレイアウトを構成する領域の数
を調節する方法を説明するための概略的な順序図である。
【図１５】本発明の一実施形態による携帯端末におけるレイアウトを構成する領域の数を
調節する過程を示す例示図である。
【図１６】本発明の他の実施形態による携帯端末におけるレイアウトを構成する領域の数
を調節する方法を説明するための概略的な順序図である。
【図１７】本発明の他の実施形態による携帯端末におけるレイアウトを構成する領域の数
を調節する過程を示す例示図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明の望ましい実施形態を添付の図面を参照して詳細に説明する。
【００２２】
　添付の図面を参照した下記の説明は、特許請求の範囲の記載及びこれと均等なものの範
囲内で定められるような本発明の実施形態の包括的な理解を助けるために提供するもので
あり、この理解を助けるための様々な特定の詳細を含むが、唯一つの実施形態に過ぎない
。したがって、本発明の範囲及び精神を逸脱することなく、ここに説明する実施形態の様
々な変更及び修正が可能であるということは、当該技術分野における通常の知識を有する
者には明らかである。
【００２３】
　本明細書では、同一又は類似した参照番号は、同一又は類似した要素、特性、又は構成
要素を称するために使用される。公知の構造、構成、機能及び／又はプロセスの詳細な説
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明は、本発明の要旨を不明にすることを防ぐために、さらに明瞭性と簡潔性のために省略
する。
【００２４】
　以下の説明及び特許請求の範囲で使用する用語及び単語は、辞典的意味に限定されるも
のではなく、本発明の理解を明確且つ一貫性があるようにするために使用される。したが
って、本発明の実施形態の説明が単に実例を提供するためのものであって、特許請求の範
囲及びこれと均等なものに基づいて定義される発明をさらに限定する目的で提供されるも
のでないことは、本発明の技術分野における通常の知識を持つ者には明らかであろう。
【００２５】
　本願明細書に記載の各要素は、文脈中に特に明示しない限り、複数形を含むことは、当
業者には理解できるであろう。したがって、例えば、“コンポーネント表面（a componen
t surface）”との記載は、１つ又は複数の表面を含む。
【００２６】
　‘第１’、‘第２’、‘第３’のように序数を含む用語は多様なエレメント、構成要素
、領域、階層及び／又はセクションを説明するために使用されるが、これらは、上記用語
により限定されない。これらの用語は、一つのエレメント、構成要素、領域、階層及び／
又はセクションを他の領域、階層、又はセクションから区別する目的のみで使われる。例
えば、本発明の権利範囲を外れることなく、第１のエレメント、構成要素、領域、階層及
び／又はセクションは第２のエレメント、構成要素、領域、階層及び／又はセクションと
称され得る。説明において、‘及び／又は’という接続用語は、複数の関連した記載項目
の組合せ又は複数の関連した記載項目のうちいずれか一つを含む。
【００２７】
　ここで使用される用語は、特定の実施形態のみを説明するためのものであり、本発明を
限定するのではない。本明細書で使用されている“具備する”又は“有する”などの用語
は、明細書上に記載された特徴、数、ステップ、動作、構成要素、エレメント、又はこれ
らの組み合せの存在を指定するものであって、１つ又はそれ以上の他の特徴、数、ステッ
プ、動作、構成要素、部品、又はこれらの組み合せの存在又は付加可能性を予め排除しな
いものと理解されるべきである。
【００２８】
　“実質的に(substantially)”という用語は、提示された特徴、パラメータ、又は値が
正確に設定される必要はないが、許容誤差、測定誤り、測定精度限界及び当業者に知られ
ているか、あるいは当業者によって実験なしに得られる要素を含む偏差又は変化が、これ
ら特性が提供しようとする効果を排除しない範囲内で発生することを意味する。
【００２９】
　特徴、数字、段階、動作、エレメント、構成要素、特性、及び/又はこれらの組合せが
存在することを指定しようとするものであって、一つ又はそれ以上の他の特徴、数字、段
階、動作、構成要素、部品、あるいはこれらの組合せが、存在するあるいは付加される可
能性を予め排除しないことが理解されなければならない。
【００３０】
　用語が異なって定義されない限り、技術的な又は科学的な用語を含めてここで使用され
るすべての用語は、本発明が属する技術分野における通常の知識を有する者により一般的
に理解されるものと同一の意味を有している。一般的に使用される予め定義されているも
ののような用語は、関連技術の文脈上有する意味と一致する意味を有するものと解釈され
なければならず、本出願で明白に定義しない限り、理想的であるか又は過度に形式的な意
味であると解釈されない。
【００３１】
　この明細書の説明及び請求項を通じて“ＹのためのＸ”の一般的な言語形式がＹを行う
ために具体的であるが(ここで、Ｙは行動、行為、又はステップであり、Ｘはこれら行動
、行為、又はステップを実行するための手段である)、制限されずに適用され、構成され
、あるいは配列される意味を含むことが理解され得る。
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【００３２】
　以下で説明される実施形態は、携帯用（hand-held）端末を例として説明されるが、本
発明によるタッチスクリーン上に表示される複数のオブジェクトを管理する装置及び方法
は、携帯電話、スマートフォン、タブレットＰＣなどのような携帯端末だけでなく、ナビ
ゲーション装置、テレビ（ＴＶ）、ＡＴＭ、商店のＰＯＳ装置など、タッチスクリーンを
具備した多様な電子装置に適用され得る。
【００３３】
　また、本発明における携帯端末は、フレキシブル装置又はフレキシブルディスプレイ装
置であり得る。このような携帯端末の代表的な構成は、携帯電話に関するものであり、こ
のような携帯端末の代表的な構成で一部構成素子は必要によって省略又は変更され得る。
【００３４】
　本発明は、携帯端末に対する動作関連入力によって複数個のオブジェクトの表示を制御
する方法を提供する。このために本発明は、複数個のオブジェクトが各々表示される領域
で構成されたレイアウトが表示される状態で、上記携帯端末に対する動作関連入力が受信
されると、上記レイアウトを構成する領域のうち上記動作関連入力に対応する領域を変更
するステップと、上記変更された領域で構成されたレイアウトを表示するステップと、か
らなる。このような動作関連入力には、携帯端末自体の動き、ユーザの息、ジェスチャな
どが該当することができる。また、本発明は、レイアウトを構成する領域のうちいずれか
一つがタッチされた状態で動作関連入力が検出される場合には、タッチされた領域を除外
した残りの領域のみが再配列される。この時、残りの領域に表示されるオブジェクトは、
タッチされた領域に表示されるオブジェクトの属性に対応して検索されたオブジェクトで
あり得る。これによって、ユーザはレイアウトの領域だけでなく、その領域の構成要素を
容易に変更できる効果がある。
【００３５】
　図１は、本発明の一実施形態による携帯端末を示す概略的なブロック図である。
　図１を参照すると、携帯端末１００は、通信モジュール１２０、コネクタ１６５、及び
イヤホン接続ジャック１６７のうち少なくとも一つを利用して外部電子装置（図示せず）
と接続される。このような電子装置は、携帯端末１００に脱着され有線で接続可能なイヤ
ホン（Ear phone）、外部スピーカ（External speaker）、ＵＳＢ（Universal Serial Bu
s）メモリ、充電器、クレードル／ドッグ（Cradle/Dock）、ＤＭＢアンテナ、モバイル決
済関連装置、健康管理装置（血糖計など）、ゲーム機、自動車ナビゲーション装置など多
様な装置のうち一つを含み得る。また、電子装置は、無線で接続可能なブルートゥース（
登録商標）通信装置、ＮＦＣ（Near Field Communication）装置、ワイファイダイレクト
（WiFi Direct）通信装置、無線アクセスポイント（Access Point；ＡＰ）を含み得る。
携帯端末１００は、有線又は無線を利用して他の携帯端末又は電子装置、例えば、携帯電
話、スマートフォン、タブレットＰＣ、デスクトップＰＣ及びサーバのうち一つと接続さ
れ得る。
【００３６】
　図１を参照すると、携帯端末１００は、一つのタッチスクリーン１９０及び少なくとも
一つのタッチスクリーンコントローラ１９５を含む。また、携帯端末１００は、制御部１
１０、通信モジュール１２０、マルチメディアモジュール１４０、カメラモジュール１５
０、入／出力モジュール１６０、センサモジュール１７０、保存部１７５及び電源供給部
１８０を含む。
　通信モジュール１２０は、移動通信モジュール１２１、サブ通信モジュール１３０及び
放送通信モジュール１４１を含む。
【００３７】
　サブ通信モジュール１３０は、無線ランモジュール１３１及び近距離通信モジュール１
３２のうち少なくとも一つを含み、マルチメディアモジュール１４０は、オーディオ再生
モジュール１４２及び動画再生モジュール１４３のうち少なくとも一つを含む。カメラモ
ジュール１５０は、第１のカメラ１５１及び第２のカメラ１５２のうち少なくとも一つを
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含む。また、本発明の携帯端末１００のカメラモジュール１５０は、携帯端末１００の主
用途によって第１及び／又は第２のカメラ１５１、１５２のズームイン／ズームアウトの
ための鏡筒部(body tube)１５５、鏡筒部１５５のズームイン／ズームアウトのために鏡
筒部１５５の動きを制御するモーター部１５４、撮影のために光源を提供するフラッシュ
１５３のうち少なくとも一つを含む。そして、入／出力モジュール１６０は、ボタン１６
１、マイク１６２、スピーカ１６３、振動素子１６４、コネクタ１６５及びキーパッド１
６６のうち少なくとも一つを含む。
【００３８】
　制御部１１０は、ＣＰＵ１１１、携帯端末１００の制御のための制御プログラムが保存
されたＲＯＭ１１２及び携帯端末１００の外部から入力される信号又はデータを記憶する
か、携帯端末１００で実行されるタスクのための記憶領域として使用されるＲＡＭ１１３
を含むことができる。ＣＰＵ１１１は、シングルコア、デュアルコア、トリプルコア又は
クアッドコアを含むことができる。ＣＰＵ１１１、ＲＯＭ１１２及びＲＡＭ１１３は、内
部バス（bus）を介して相互接続することができる。
【００３９】
　制御部１１０は、通信モジュール１２０、マルチメディアモジュール１４０、カメラモ
ジュール１５０、入／出力モジュール１６０、センサモジュール１７０、保存部１７５、
電源供給部１８０、タッチスクリーン１９０及びタッチスクリーンコントローラ１９５を
制御することができる
【００４０】
　制御部１１０は、タッチスクリーン１９０上に複数のオブジェクト又はアイテムが表示
された状態で、入力ユニット１６８、ユーザの指などのタッチ可能なユーザ入力手段がい
ずれか一つのオブジェクトをタッチするか、それに接近するか、それに近接するように位
置することによるユーザ入力を感知し、ユーザ入力が発生したタッチスクリーン１９０上
の位置に対応するオブジェクトを識別する。タッチスクリーン１９０を介したユーザ入力
は、オブジェクトを直接タッチする直接タッチ入力と、予め設定された認識距離以内にオ
ブジェクトに接近するが、オブジェクトを直接タッチしない間接タッチ入力であるホバリ
ング入力のうち一つを含む。例えば、入力ユニット１６８をタッチスクリーン１９０に近
く位置させると、入力ユニット１６８の直下方に位置するオブジェクトが選択され得る。
本発明におけるユーザ入力は、タッチスクリーン１９０を介したユーザ入力他に、カメラ
モジュール１５０を通したジェスチャ入力、ボタン１６１又はキーパッド１６６を通した
スイッチ／ボタン入力、マイク１６２を通した音声入力などを含む。
【００４１】
　オブジェクト又はアイテム（又は機能アイテム）は、携帯端末１００のタッチスクリー
ン１９０上に表示されるか、表示され得るものとして、例えば、アプリケーション、メニ
ュー、文書、ウィジェット、写真、動画、Eメール、ＳＭＳメッセージ及びＭＭＳメッセ
ージのうち少なくとも一つを示し、ユーザ入力手段により選択、実行、削除、取消、保存
及び変更され得る。このようなアイテムは、ボタン、アイコン（又は短縮アイコン）、サ
ムネイル映像又は携帯端末で少なくとも一つのオブジェクトを保存しているフォルダーを
包括する意味としても使用され得る。また、このようなアイテムは、映像（image）、テ
キストなどの形態で表示され得る。
【００４２】
　短縮アイコンは、それぞれのアプリケーション又は携帯端末１００で基本的に提供され
る通話、連絡先、メニューなどの速い実行のために、携帯端末１００のタッチスクリーン
１９０上に表示されるイメージとして、これを実行するための命令又は選択が入力される
と、該当アプリケーションを実行する。
【００４３】
　制御部１１０は、入力ユニット１６８がタッチスクリーン１９０に接近するか、それに
近接するように位置することによるホバリングイベントのようなユーザ入力イベントを感
知することができる。
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【００４４】
　制御部１１０は、予め設定されたアイテムに対して、又は予め設定された方式によって
ユーザ入力イベントが発生されると、ユーザ入力イベントに対応する予め設定されたプロ
グラム動作を遂行する。
【００４５】
　制御部１１０は、制御信号を入力ユニット１６８又は振動素子１６４に出力することが
できる。このような制御信号は、振動パターンに対する情報を含むことができ、入力ユニ
ット１６８又は振動素子１６４は、このような振動パターンに従う振動を生成する。この
ような振動パターンに対する情報は、振動パターン自体、振動パターンの識別子などを示
すことができる。又はこのような制御信号は、単純に振動生成の要請のみを含むこともで
きる。
【００４６】
　携帯端末１００は、性能によって移動通信モジュール１２１、無線ランモジュール１３
１、及び近距離通信モジュール１３２のうち少なくとも一つを含むことができる。
【００４７】
　移動通信モジュール１２１は、制御部１１０の制御によって少なくとも一つ（一つ又は
複数）のアンテナ（図示せず）を利用して移動通信を通じて携帯端末１００が外部電子装
置と接続されるようにすることができる。移動通信モジュール１２１は、携帯端末１００
に入力される電話番号を有する携帯電話（図示せず）、スマートフォン（図示せず）、タ
ブレットＰＣ又は他の電子装置（図示せず）と音声通話、画像通話、文字メッセージ（Ｓ
ＭＳ）又はマルチメディアメッセージ（ＭＭＳ）のための無線信号を送受信する。
【００４８】
　サブ通信モジュール１３０は、無線ランモジュール１３１と近距離通信モジュール１３
２のうち少なくとも一つを含むことができる。例えば、無線ランモジュール１３１だけを
含むか、近距離通信モジュール１３２だけを含むか、又は無線ランモジュール１３１と近
距離通信モジュール１３２の両方ともを含むことができる。
【００４９】
　無線ランモジュール１３１は、制御部１１０の制御によって無線アクセスポイント（Ａ
Ｐ）（図示せず）が設置された場所でインターネットに接続することができる。無線ラン
モジュール１３１は、米国電気電子学会（ＩＥＥＥ）の無線ラン規格（ＩＥＥＥ８０２.
１１ｘ）をサポートする。近距離通信モジュール１３２は、制御部１１０の制御によって
携帯端末１００と外部電子装置との間に無線で近距離通信が可能である。近距離通信方式
は、ブルートゥース（登録商標）、赤外線通信（ＩｒＤＡ、infrared data association
）、ワイファイダイレクト（ＷｉＦｉ－Ｄｉｒｅｃｔ）通信、ＮＦＣなどを含む。
　このようなサブ通信モジュール１３０を通じて、制御部１１０は、ハブテックスパター
ンに従う制御信号を入力ユニット１６８に伝送することができる。
【００５０】
　放送通信モジュール１４１は、制御部１１０の制御によって放送通信アンテナ（図示せ
ず）を通じて放送局から送出される放送信号（例、ＴＶ放送信号、ラジオ放送信号又はデ
ータ放送信号）及び放送付加情報（例、ＥＰＳ（Electric Program Guide）又はＥＳＧ（
Electric Service Guide））を受信することができる。
【００５１】
　マルチメディアモジュール１４０は、オーディオ再生モジュール１４２又は動画再生モ
ジュール１４３を含むことができる。オーディオ再生モジュール１４２は、制御部１１０
の制御によって保存部１７５に保存されるか又は受信されるデジタルオーディオファイル
（例、ファイル拡張子がｍｐ３、ｗｍａ、ｏｇｇ又はｗａｖであるファイル）を再生する
ことができる。動画再生モジュール１４３は、制御部１１０の制御によって保存されるか
又は受信されるデジタル動画ファイル（例、ファイル拡張子がｍｐｅｇ、ｍｐｇ、ｍｐ４
、ａｖｉ、ｍｏｖ、又はｍｋｖであるファイル）を再生することができる。
　マルチメディアモジュール１４０は、制御部１１０に統合されることができる。
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【００５２】
　カメラモジュール１５０は、制御部１１０の制御によって静止画又は動画を撮影する第
１のカメラ１５１及び第２のカメラ１５２のうち少なくとも一つを含むことができる。ま
た、カメラモジュール１５０は、被写体を撮影するためにズームイン／ズームアウトを遂
行する鏡筒部１５５、鏡筒部１５５の動きを制御するモーター部１５４、被写体を撮影す
るために必要な補助光源を提供するフラッシュ１５３のうち少なくとも一つを含むことが
できる。第１のカメラ１５１は、携帯端末１００の前面に配置され、第２のカメラ１５２
は、携帯端末１００の後面に配置される。
【００５３】
　第１及び第２のカメラ１５１、１５２は、各々レンズシステム、イメージセンサなどを
含むことができる。第１及び第２のカメラ１５１、１５２は、各々レンズシステムを通じ
て入力される（又は撮影される）光信号を電気的なイメージ信号に変換して制御部１１０
に出力し、ユーザは、このような第１及び第２のカメラ１５１、１５２を通じて動画又は
静止画を撮影することができる。
【００５４】
　入／出力モジュール１６０は、少なくとも一つのボタン１６１、少なくとも一つのマイ
ク１６２、少なくとも一つのスピーカ１６３、少なくとも一つの振動素子１６４、コネク
タ１６５、キーパッド１６６、イヤホン接続ジャック１６７及び入力ユニット１６８のう
ち少なくとも一つを含むことができる。そして、このような入／出力モジュール１６０は
、これに限定されず、マウス、トラックボール、ジョイスチック又はカーソル方向キーな
どのようなカーソルコントロール（cursor control）がタッチスクリーン１９０上のカー
ソルの動きを制御するために提供されることができる。
【００５５】
　ボタン１６１は、携帯端末１００のハウジング（又はケース）の前面、側面又は後面に
形成されることができ、電源／ロックボタン、ボリュームボタン、メニューボタン、ホー
ムボタン、戻るボタン（back button）及び検索ボタンのうち少なくとも一つを含むこと
ができる。
　マイク１６２は、制御部１１０の制御によって音声（voice）又はサウンド（sound）を
受信して電気的な信号を生成する。
【００５６】
　スピーカ１６３は、制御部１１０の制御によって多様な信号又はデータ（例えば、無線
データ、放送データ、デジタルオーディオデータ、デジタル動画データなど）に対応する
サウンドを携帯端末１００の外部に出力することができる。スピーカ１６３は、携帯端末
１００が遂行する機能に対応するサウンド（例えば、電話通話に対応するボタン操作音、
通話連結音、相手方ユーザの音声など）を出力することができる。スピーカ１６３は、携
帯端末１００のハウジングの適切な位置又は複数の位置に一つ又は複数で形成されること
ができる。
【００５７】
　振動素子１６４は、制御部１１０の制御によって電気的信号を機械的振動に変換するこ
とができる。例えば、振動モードにある携帯端末１００は、他の装置（図示せず）から音
声又は画像通話が受信される場合、振動素子１６４が動作する。振動素子１６４は、携帯
端末１００のハウジング内に一つ又は複数で形成されることができる。振動素子１６４は
、タッチスクリーン１９０を介したユーザ入力に対応して動作する。
【００５８】
　コネクタ１６５は、携帯端末１００と外部電子装置、又は電源ソース（図示せず）を接
続するためのインターフェースとして利用されることができる。制御部１１０は、コネク
タ１６５に接続した有線ケーブルを介して携帯端末１００の保存部１７５に保存されたデ
ータを外部電子装置に伝送するか、外部電子装置からデータを受信することができる。携
帯端末１００は、コネクタ１６５に接続した有線ケーブルを介して電源ソースから電力を
受信するか、電源ソースを用いてバッテリー（図示せず）を充電することができる。
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【００５９】
　キーパッド１６６は、携帯端末１００の制御のためにユーザからキー入力を受信するこ
とができる。キーパッド１６６は、携帯端末１００に形成される物理的なキーパッド（図
示せず）、又はタッチスクリーン１９０に表示される仮想のキーパッド（図示せず）を含
む。携帯端末１００に形成される物理的なキーパッドは、携帯端末１００の性能又は構造
によって除外されることができる。
【００６０】
　イヤホン接続ジャック（Earphone Connecting Jack）１６７にはイヤホン（図示せず）
が挿入されて携帯端末１００に接続することができる。
【００６１】
　入力ユニット１６８は、携帯端末１００内部に挿入されて保管され得、使用時には、携
帯端末１００から引出し又は分離され得る。このような入力ユニット１６８が挿入される
携帯端末１００内部の一領域には、入力ユニット１６８の装着及び脱着に対応して動作す
る脱／付着認識スイッチ１６９が備わっており、脱／付着認識スイッチ１６９は、入力ユ
ニット１６８の装着及び分離に対応する信号を制御部１１０に出力する。脱／付着認識ス
イッチ１６９は、入力ユニット１６８の装着時、直・間接的に接触されるように構成され
る。これによって、脱／付着認識スイッチ１６９は、入力ユニット１６８との接触可否に
基づいて、入力ユニット１６８の装着又は分離に対応する信号（すなわち、入力ユニット
１６８の装着又は分離を通知する信号）を生成して制御部１１０に出力する。
【００６２】
　センサモジュール１７０は、携帯端末１００の状態を検出する少なくとも一つのセンサ
を含む。例えば、センサモジュール１７０は、ユーザの携帯端末１００に対する接近可否
を検出する近接センサ、携帯端末１００周辺の光量を検出する照度センサ（図示せず）、
又は携帯端末１００の動作（例えば、携帯端末１００の回転、携帯端末１００の加速又は
振動など）を検出するモーションセンサ（図示せず）、地球磁場を利用して携帯端末１０
０の方位（point of the compass）を検出する地磁気センサ（Geo-magnetic Sensor）、
重力の作用方向を検出する重力センサ（Gravity Sensor）、大気の圧力を測定して高度を
検出する高度計（Altimeter）、ＧＰＳモジュール１５７のうち、少なくとも一つのセン
サを含むことができる。また、ユーザのジェスチャを感知するためにカメラセンサもセン
サモジュール１７０に含まれることができる。
【００６３】
　その中でも、モーションセンサは、加速度センサ、ジャイロセンサ、チルトセンサ（ti
lt sensor）又はこれらの組合せを利用して携帯端末１００の位置や動きなどを感知する
。もちろん、本発明がこれに限定されるものではなく、携帯端末１００の往復モーション
、動き方向などを感知できる他の類型のセンサでも具現され得ることはもちろんである。
【００６４】
　このようなモーションセンサを通じて出力されるセンシングデータすなわち、モーショ
ン情報は、方向及びサイズを有することができる。例えば、携帯端末１００の加速度を感
知する加速度センサの場合、少なくとも一つから多くは３個の方向（ｘ、ｙ、ｚ軸）を基
準として各基準軸方向に対する加速度を感知してその情報を出力することができる。上記
の基準軸は、携帯端末１００に対する方向に従う軸（例えば、携帯端末１００の上下（ｚ
軸）、左右（ｘ軸）、前後方向（ｙ軸））であるか、重力方向に対する方向に従う軸（重
力方向（ｚ軸）及びそれに垂直である方向（ｘ、ｙ軸））であり得る。
【００６５】
　このようなセンサモジュール１７０は、感知される角速度、速度などを時間によって積
分して携帯端末１００の動きに従う回転角、方向、速度、移動距離、位置、軌跡などを演
算する演算部（図示せず）をさらに含み、計算された情報を出力することができる。演算
部は、制御部１１０に含まれることもできる。また演算部は、軌跡などを計算するか、モ
ーション方向を効果的に分析するために、感知された加速度などの特定帯域の信号を阻止
又は通過させる周波数フィルター（filter）を含むことができる。
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【００６６】
　このようなセンサモジュール１７０は、演算部を含む場合、携帯端末１００が動く方向
又は角度を計算してこれを制御部１１０に伝達できるが、動き方向又は角度の計算は制御
部１１０で実行される。携帯端末１００が動く方向は、基本的に上下又は左右であり得る
。また、携帯端末１００を使用するユーザを中心として携帯端末１００がユーザ方向に水
平に引っ張られる前方向と水平に押される後方向に動くこともできる。また、携帯端末１
００が基準軸を中心としていずれか一方向に傾けることによる傾き方向もモーション方向
に含まれる。携帯端末１００が動く角度は、現在の位置を０度と仮定し、携帯端末１００
が傾ける方向に角度を計算する場合、携帯端末１００が動く対角線方向に対してもモーシ
ョン方向に含めることができる。
【００６７】
　センサモジュール１７０は、本発明の実施形態によってユーザの息によってレイアウト
の構成を変更するための制御命令としてユーザの息を利用できるように息検出センサを含
む。このような息検出センサは、携帯端末１００の外観に付着され、その位置での吸入口
を通じて引入されるユーザの息又は風を検出する。このような息検出センサは、ユーザの
息による電気的信号を出力する風速センサであり得、この風速センサは、ユーザの息強さ
によって一定に上昇する出力値を制御部１１０に伝達する。他には、息検出センサは、ユ
ーザの息を感知できる温度センサ又は湿度センサ場合でもあり、このようなセンサの場合
にも、その息によって多様なレベルの出力値を制御部１１０に伝達することができる。
【００６８】
　ＧＰＳモジュール１５７は、地球軌道上にある複数のＧＰＳ衛星（図示せず）から電波
を受信し、ＧＰＳ衛星から携帯端末１００までの電波到達時間（Time of Arrival）を用
いて携帯端末１００の位置を算出することができる。
【００６９】
　保存部１７５は、制御部１１０の制御によって通信モジュール１２０、マルチメディア
モジュール１４０、カメラモジュール１５０、入／出力モジュール１６０、センサモジュ
ール１７０又はタッチスクリーン１９０の動作によって入／出力される信号又はデータを
保存することができる。保存部１７５は、携帯端末１００又は制御部１１０の制御のため
の制御プログラム及びアプリケーションを保存することができる。
【００７０】
　“保存部”という用語は、保存部１７５、制御部１１０内のＲＯＭ１１２、ＲＡＭ１１
３又は携帯端末１００に装着されるメモリカード（例えば、ＳＤカード、メモリスティッ
ク）などの任意のデータ保存装置を示す用語として使われる。保存部１７５は、不揮発性
メモリ、揮発性メモリ、ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）又はソリッドステートドライ
ブ（ＳＳＤ）を含むこともできる。
【００７１】
　また、保存部１７５は、ナビゲーション、画像通話、ゲーム、ユーザに時間を基盤とす
るアラームアプリケーションなどのような多様な機能のアプリケーションそれと関連した
グラフィカルユーザインターフェース（graphical user interface：ＧＵＩ）を提供する
ためのイメージ、ユーザ情報、文書、タッチ入力を処理する方法と関連したデータベース
又はデータ、携帯端末１００を駆動するのに必要な背景イメージ（メニュー画面、待機画
面など）又はオペレーティングプログラム、カメラモジュール１５０により撮影された映
像などを保存することができる。
　また、保存部１７５は、合成映像提供方法と関連したデータを保存することができる。
【００７２】
　保存部１７５は、機械（例えば、コンピュータ）可読媒体であり、機械可読媒体という
用語は、機械が特定機能を遂行できるように上記機械にデータを提供する媒体として定義
されることができる。機械可読媒体は保存媒体であり得る。保存部１７５は、不揮発性媒
体（non-volatile media）及び揮発性媒体を含むことができる。このような全ての媒体は
、上記媒体により伝えられる命令が、上記命令を上記機械で読み込む物理的機構により検
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出されることができるタイプでなければならない。
 上記機械可読媒体は、これに限定されないが、フロッピー（登録商標）ディスク（flopp
y disk）、フレキシブルディスク（flexible disk）、ハードディスク、磁気テープ、Ｃ
Ｄ－ＲＯＭ（compact disc read-only memory）、光学ディスク、パンチカード（punch c
ard）、ペーパーテープ（paper tape）、ＲＡＭ、ＰＲＯＭ（Programmable Read-Only Me
mory）、ＥＰＲＯＭ（Erasable PROM）及びフラッシュＥＰＲＯＭ（Flash-EPROM）のうち
少なくとも一つを含む。
　電源供給部１８０は、制御部１１０の制御によって携帯端末１００のハウジングに配置
される一つ又は複数のバッテリーに電力を供給することができる。一つ又は複数のバッテ
リーは、携帯端末１００に電力を供給する。また、電源供給部１８０は、コネクタ１６５
と接続した有線ケーブルを介して外部の電源ソースから入力される電源を携帯端末１００
に供給することができる。また、電源供給部１８０は、無線充電技数を通じて外部の電源
ソースから無線で入力される電源を携帯端末１００に供給することができる。
【００７３】
　そして、携帯端末１００は、ユーザに多様なサービス（例えば、通話、データ伝送、放
送、写真撮影）に対応するユーザグラフィックインターフェースを提供する少なくとも一
つのタッチスクリーン１９０を含むことができる。
【００７４】
　タッチスクリーン１９０は、ユーザグラフィックインターフェースに入力される少なく
とも一つのユーザ入力に対応するアナログ信号をタッチスクリーンコントローラ１９５に
出力することができる。
【００７５】
　タッチスクリーン１９０は、ユーザの身体（例えば、親指を含む指）又は入力ユニット
１６８（例えば、スタイラスペン、電子ペン）を通じて少なくとも一つのユーザ入力を受
信することができる。
【００７６】
　タッチスクリーン１９０は、一つのタッチの連続的な動き（すなわち、ドラッグ入力）
を受信することもできる。タッチスクリーン１９０は、入力されるタッチの連続的な動き
に対応するアナログ信号をタッチスクリーンコントローラ１９５に出力することができる
。
【００７７】
　本発明でのタッチは、タッチスクリーン１９０と指又は入力ユニット１６８との接触に
限定されるものでなく、非接触（例えば、タッチスクリーン１９０と直接接触することな
く、ユーザ入力手段を検出できる認識距離（例えば、１ｃｍ）以内にユーザ入力手段が位
置する場合）を含むことができる。タッチスクリーン１９０におけるユーザ入力手段を認
識できる距離又は間隔は、携帯端末１００の性能又は構造によって変更されることができ
、特にタッチスクリーン１９０は、ユーザ入力手段との接触による直接タッチイベントと
、間接タッチイベント（すなわち、ホバリングイベント）を区分して検出可能であるよう
に、上記直接タッチイベントとホバリングイベントにより検出される値（例えば、アナロ
グ値で電圧値又は電流値を含む）が異なるように出力されるように構成され得る。
【００７８】
　このようなタッチスクリーン１９０は、例えば、抵抗膜（resistive）方式、 静電容量
方式（capacitive）方式、赤外線（infrared）方式、超音波（acousticwave）方式、又は
これらの組み合わせで実現される。
【００７９】
　また、タッチスクリーン１９０は、指及び入力ユニット１６８による入力を各々受信す
ることができるように、指及び入力ユニット１６８のタッチや接近を各々感知できる少な
くとも二つのタッチパネルを含むことができる。少なくとも二つのタッチパネルは、相異
なる出力値をタッチスクリーンコントローラ１９５に提供し、タッチスクリーンコントロ
ーラ１９５は、上記少なくとも二つのタッチスクリーンパネルで入力される値を相異なる
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ように認識し、タッチスクリーン１９０からの入力が指による入力であるか、入力ユニッ
ト１６８による入力であるかを区分することができる。
【００８０】
　タッチスクリーンコントローラ１９５は、タッチスクリーン１９０から受信されたアナ
ログ信号をデジタル信号に変換して制御部１１０に伝送する。制御部１１０は、タッチス
クリーンコントローラ１９５から受信されたデジタル信号を用いてタッチスクリーン１９
０を制御することができる。例えば、制御部１１０は、直接タッチイベント又はホバリン
グイベントに応答してタッチスクリーン１９０に表示された短縮アイコン（図示せず）又
はオブジェクトが選択又は実行されるようにすることができる。また、タッチスクリーン
コントローラ１９５は、制御部１１０に含まれることもできる。
【００８１】
　タッチスクリーンコントローラ１９５は、タッチスクリーン１９０から出力される値（
例えば、電流値など）を検出して、ユーザ入力位置だけでなく、ホバリング間隔又は距離
を確認することができ、確認された距離値をデジタル信号（例えば、Ｚ座標）に変換して
制御部１１０に提供することもできる。また、タッチスクリーンコントローラ１９５は、
タッチスクリーン１９０を通じて出力される値（例えば、電流値など）を検出してユーザ
入力手段がタッチスクリーン１９０を押さえる圧力を検出することができ、確認された圧
力値をデジタル信号に変換して制御部１１０に提供することもできる。
　図２は、本発明の実施形態による携帯端末の前面斜視図を示した図であり、図３は、本
発明の実施形態による携帯端末の後面斜視図を示した図である。
【００８２】
　図１乃至図３を参照すると、携帯端末１００の前面１０１の中央にはタッチスクリーン
１９０が配置される。タッチスクリーン１９０は、携帯端末１００の前面１０１の大部分
を占めるように大きく形成される。図２では、タッチスクリーン１９０にメインホーム画
面が表示された例を示す。メインホーム画面は、携帯端末１００の電源をつけた時にタッ
チスクリーン１９０上に表示される最初の画面である。また、携帯端末１００が複数のペ
ージの相異なるホーム画面を有している場合、メインホーム画面は、上記複数のページの
ホーム画面のうち、最初のホーム画面であり得る。ホーム画面には頻繁に使われるアプリ
ケーションを実行するための短縮アイコン１９１－１、１９１－２、１９１－３、メイン
メニュー転換キー１９１－４、時間、天気などが表示されることができる。ユーザがメイ
ンメニュー転換キー１９１－４を選択すると、タッチスクリーン１９０にメニュー画面が
表示される。また、タッチスクリーン１９０の上段には、バッテリー充電状態、受信信号
の強さ、現在時刻のような携帯端末１００の状態を表示する状態バー（Status Bar）１９
２が形成されることもできる。
　タッチスクリーン１９０の下部には、ホームボタン１６１ａ、メニューボタン１６１ｂ
、及び戻るボタン１６１ｃが形成されることができる。
【００８３】
　ホームボタン１６１ａは、タッチスクリーン１９０にメインホーム画面（main Home sc
reen）を表示する。例えば、タッチスクリーン１９０に上記メインホーム画面と他のホー
ム画面（any Home screen）又はメニュー画面が表示された状態で、ホームボタン１６１
ａが選択されると、タッチスクリーン１９０にメインホーム画面が表示されることができ
る。また、タッチスクリーン１９０上でアプリケーションが実行されている間に、ホーム
ボタン１６１ａが選択されると、タッチスクリーン１９０上には、図２に示されたメイン
ホーム画面がディスプレイされることができる。またホームボタン１６１ａは、タッチス
クリーン１９０上に最近（recently）使われたアプリケーションを表示するようにするか
、タスクマネジャー（Task Manager）を表示するために使われることもできる。
【００８４】
　メニューボタン１６１ｂは、タッチスクリーン１９０上に表示されることができる接続
メニューを提供する。上記接続メニューには、ウィジェット追加メニュー、背景画面変更
メニュー、検索メニュー、編集メニュー、環境設定メニューなどが含まれることができる
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。
　戻るボタン１６１ｃは、現在実行されている画面の直前に実行された画面を表示するか
、最も最近使われたアプリケーションを終了させることができる。
【００８５】
　携帯端末１００の前面１０１の縁には、第１のカメラ１５１と照度センサ１７０ａ及び
近接センサ１７０ｂが配置されることができる。携帯端末１００の後面１０３には、第２
のカメラ１５２、フラッシュ（flash）１５３、スピーカ１６３が配置されることができ
る。
【００８６】
　携帯端末１００の側面１０２には、例えば電源／ロックボタン１６１ｄ、ボリューム増
加ボタン１６１ｆ及びボリューム減少ボタン１６１ｇを有するボリュームボタン１６１ｅ
、放送受信のための地上波ＤＭＢアンテナ１４１ａ、一つ又は複数のマイク１６２などが
配置されることができる。ＤＭＢアンテナ１４１ａは、携帯端末１００に固定されるか、
着脱可能に形成されることもできる。
【００８７】
　また、携帯端末１００の下段側面にはコネクタ１６５が形成される。コネクタ１６５に
は、複数の電極が形成されており、外部装置と有線で接続することができる。携帯端末１
００の上段側面には、イヤホン接続ジャック１６７が形成されることができる。イヤホン
接続ジャック１６７には、イヤホンが挿入されることができる。
【００８８】
　また、携帯端末１００の下段側面には入力ユニット１６８が装着され得る。入力ユニッ
ト１６８は、携帯端末１００内部に挿入されて保管できて、使用時には、携帯端末１００
から引出し及び分離されることができる。
【００８９】
　上記のような構成を有する携帯端末１００で、複数のビジュアルオブジェクトを多様な
方式で表示しようとするユーザ欲求が増大することによって、例えば、フォトアルバムア
プリケーションの場合、レイアウトの一定個数の領域ごとに写真が配置される画面で、ユ
ーザはタッチスクリーン１９０上をフリッキング（flicking）又はドラッグ（drag）する
ジェスチャにより、その画面のページを捲りながら数多くの写真を見ることができる。し
かしながら、ユーザがその写真の配置及びその写真が表示される領域を変更するためには
、ユーザが直接編集画面上でレイアウトを編集しなければならないために多くの時間が必
要となる問題がある。その上、ユーザは、相互関連している写真は、特定フォルダーに集
めることによって、ユーザの望む写真又は相互関連した写真を容易で、かつ迅速に検索し
ようとする。
【００９０】
　従いまして、本発明の実施形態によれば、以下で説明されるように、タッチスクリーン
１９０上でビジュアルオブジェクトが表示される領域で構成されるレイアウトを入力（例
えば、携帯端末のモーション）によって容易で迅速に変更し、ユーザによりいずれか一つ
のオブジェクトが選択されると、そのオブジェクトの属性を考慮して関連オブジェクトが
表示されるレイアウトを提供できる方法及び装置を提供する。
【００９１】
　図４は、本発明の一実施形態による携帯端末におけるレイアウトを構成する領域を変更
する方法を説明するための概略的な順序図である。以下の説明で、図５乃至図８を例示し
て説明するが、本発明によるレイアウトを構成する領域を変更する方法がこれに限定され
るものではない。また、本発明の実施形態では、例えば、ストーリーアルバムアプリケー
ションが実行される場合に、一定個数の領域に区分されるレイアウトを表示した後、その
レイアウトの構成要素を変更する方法を例に挙げて説明したが、本発明の入力（例えば、
携帯端末のモーション）に従うレイアウトの構成要素を変更する方法は、多様な表示画面
に適用可能であることはもちろんである。
【００９２】
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　図４を参照すると、制御部１１０は、ステップ４００で、タッチスクリーン１９０上に
オブジェクトが表示される領域を含むレイアウトを表示する。本発明でレイアウトを構成
する領域は、例えば、グリッド（grid）、フレーム、区域などの形態で提供され得る。
【００９３】
　図５Ａ乃至図８Ｂは、本発明の一実施形態による携帯端末の往復モーション方向によっ
てレイアウトを構成する領域が変更される過程を示す例示図である。
　図５Ａ乃至図８Ｂによれば、図５Ａは、オブジェクトがＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ領域で構成され
るレイアウトを有するタッチスクリーン１９０上に表示される場合を例示している。ここ
で、各領域に表示可能なオブジェクトは、写真、イラストレーション、文字（レタリング
、活字）、記号などの構成要素を意味し、それ以外にも多様なコンテンツ、例えば、テキ
スト、アプリケーションを実行するための短縮アイコン、ウィジェット、多様なファイル
形式の文書を表すアイコン、及びフォルダーなどのような多様なビジュアルオブジェクト
（visual objects）を含むか、それから選択された一部ビジュアルオブジェクトを含むこ
とができる。
【００９４】
　図５Ａでのような表示画面が表示されると、ユーザは、携帯端末１００を手に握ったま
まで振る場合、レイアウトの領域構造を変更することができる。このために、制御部１１
０は、ステップ４０５でセンサモジュール１７０を通じて携帯端末１００のモーション（
例えば、往復モーション）が検出されるかを判定する。本発明の実施形態によれば、モー
ションは、例えば、所定パターンのモーション（例えば、正確な又はほぼ正確なパターン
）又は周期的な、反復的な又は反復されるモーション（例えば、２回以上反復された所定
パターンのモーション）を含み得る。上記モーションは、所定方向に大部分又は相当部分
発生されたモーション（例えば、上下、左右、対角線又は所定の他の座標によって）を含
み得る。例えば、モーションは所定方向に大部分又は相当なシェイクタイプモーションを
含み得る。携帯端末１００の往復モーションが検出される場合、ステップ４１０で、上記
検出された往復モーションの方向を検出する。本発明の実施形態によれば、モーションの
方向は、最終構成要素（例えば、移動、速度及び加速度）が発生した方向を含み得る。制
御部１１０は、センサモジュール１７０を通じて収集されるセンサ信号に基づいて携帯端
末１００の往復モーション方向が上下、左右、対角線のうちいずれの方向に該当するかを
判定する。次に、ステップ４１５で、制御部１１０は、検出された往復モーションの方向
によってレイアウトを構成する領域を変更し、ステップ４２０で変更された領域で再構成
されたレイアウトを表示する。
【００９５】
　図５Ｂでは、左右方向に携帯端末１００を振る場合、左右方向に対応する領域の間の配
列が変更される場合を例示している。具体的に、図５Ｂによれば、図５Ａでのような画面
が表示される状態で、ユーザが携帯端末１００を手に握ったままで左右方向に一定回数、
例えば、１～２回程度振る場合、レイアウトの領域のうち、左右に各々位置した領域の間
の配列が変更される。図５ＡではＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ領域のうち、左右方向５００への往復モ
ーションによって変更可能な領域は、Ｂ、Ｃ領域が該当し、左右方向５００への往復モー
ションが実行された以後には、図５Ｂに示されたようにＢ、Ｃ領域の配置が相互置換され
るようになる。すなわち、図５ＡのＢ領域に表示されていたオブジェクトは図５ＢのＢ領
域へ移動され表示され、図５ＡのＣ領域に表示されていたオブジェクトは図５ＢのＣ領域
へ移動され表示される。
【００９６】
　図６Ａ及び図６Ｂでは、上下方向に携帯端末１００を振る場合、上下方向に対応する領
域の間の配列が変更される場合を例示している。図６Ａ及び図６Ｂによれば、図６Ａでの
ようにＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ領域で構成されたレイアウト画面が表示される状態で、上下方向６
００への往復モーションが実行されると、図６Ｂに示されたように上下方向に領域の間に
配列が変更される。上下方向６００への往復モーションが実行されると、図６ＡのＢ、Ｃ
領域が図６Ｂの上段領域へ移動し、図６Ａの下段領域に該当するＤ領域も図６Ｂの中央領
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域、すなわち、Ｄ領域へ移動するようになって、図６ＡのＡ領域は図６Ｂの下段領域、す
なわち、Ａ領域へ移動するようになる。この時、領域の配列規則は、図１０及び図１１で
詳細に説明する。
【００９７】
　図７Ａ及び図７Ｂでは、対角線方向に携帯端末１００を振る場合、対角線方向に対応す
る領域の間の配列が変更される場合を例示している。図７Ａ及び図７Ｂによれば、図７Ａ
でのような画面が表示される状態で、対角線方向７００への往復モーションが実行された
以後には、図７ＡのＡ領域は図７ＢのＡ領域へ移動され、図７ＡのＤ領域は図７ＢのＤ領
域へ移動される。
【００９８】
　一方、図８Ａ及び図８Ｂでは、携帯端末１００を振る場合、タッチされた領域を除外し
た残りの領域の間の配列が変更される場合を例示している。図８ＡではＡ領域に対してユ
ーザがタッチを維持した状態で、対角線方向８０５に携帯端末１００を振る場合を例示し
ている。すると、図８Ａでタッチが維持されたＡ領域を除外した残りのＢ、Ｃ、Ｄ領域は
、その配列が図８Ｂに示されたように変更されるようになる。
【００９９】
　この時、ユーザが所望領域（８００）にタッチを維持した状態で、携帯端末１００を振
ることによって、そのタッチされた領域のみが固定されるようになるが、二以上の領域に
対するタッチが維持された場合にも対応する領域が維持され得る。例えば、ユーザが両手
で携帯端末１００を握る場合には、携帯端末１００を特定方向に振るのに不都合であるの
で、このような場合には、ユーザが携帯端末１００をユーザ方向に水平に引っ張るか水平
に押すモーション、傾きモーションなどを利用してレアアウトの構成を変更するように具
現されることもできる。
【０１００】
　一方、上述した本発明の一実施形態による図５乃至図７では、左右、上下、対角線方向
に携帯端末１００を振る往復モーションによってレイアウトの構成が変更される場合を例
に挙げて説明したが、水平に引っ張るか水平に押すモーション、傾きモーション、回転モ
ーションなど、多様なモーションを利用してレアアウトの構成を変更するように具現され
ることができる。また図５乃至８では、本発明によるモーションを使用してレイアウトの
構成を変更する方法を説明したが、レイアウトの構成を変更する方法がこれに限定される
ものではない。例えば、息を使用してレイアウトの構成を変更することができる。
　図９Ａ乃至図９Ｄは、本発明の他の実施形態による息によってレイアウトを構成する領
域が変更される過程を示す例示図である。
【０１０１】
　図９Ａ乃至図９Ｄによれば、図９Ａでのように、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ領域で構成されたレイ
アウトが表示される画面で、ユーザが息を画面方向９００に向けて吹くと、図９Ｂでのよ
うにまるで紙が飛ばされるようにその息に反応してＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ領域が飛ばされる画面
が出力される。次に、その息に反応して図９Ｃでは、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ領域の配列が変更さ
れる画面を例示し、図９Ｄでは配列が変更されたＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ領域で構成されたレイア
ウトが表示される画面を例示している。上記したように図９Ａ乃至図９Ｄでは、ユーザが
息を吹きかける行為の中、単純で直接的な“紙をふく”という点を考慮した応用例を示し
ており、ユーザが息を吹いた時、その息に反応して紙が飛ばされるように各領域が飛ばさ
れるインターアクティブ映像が表示される場合を例示している。このようにすることによ
って、ユーザはまるで実際に紙を口に吹きかけて飛ばされるように画面の領域を制御する
ような経験ができるようになる。また、本発明の実施形態では、ユーザが息を力強く吹き
かけるか又は弱く吹きかけるかによって、画面出力内容が決定されるように具現されるこ
ともできる。
【０１０２】
　また、本発明の他の実施形態によれば、ユーザがページを渡すような手ジェスチャなど
、予め設定されたジェスチャ検出によってもレイアウトを構成する領域が変更されること
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ができる。このようなジェスチャの検出は、カメラセンサ、照度センサなどにより実行で
きる。上記したように図５乃至図９の実施形態では、モーション又は息を利用してレイア
ウトを再構成する場合を例に挙げて説明したが、カメラセンサ、照度センサなど多様な動
作関連入力を受信することによってレイアウトの再構成が可能である。
【０１０３】
　上記の本発明によれば、ユーザが携帯端末１００を振るか画面に息を吹きさえすると、
その携帯端末１００のモーション又は息によって画面に表示されていた映像が変わるよう
になって、これによって、ボタンを操作しなくても容易で迅速にオブジェクトを整列でき
るだけでなく、躍動感ある映像の変化を感じることができる効果を有する。
　一方、本発明では、レイアウトの構成要素を再配列するときに、次のような配列規則を
使用する。
【０１０４】
　図１０Ａ乃至図１０Ｄは、本発明の一実施形態による領域サイズによってその領域に表
示されるオブジェクトが変更される方式を例示している。図１０Ａ乃至図１０Ｄによれば
、領域サイズにともなう配列規則は、大きな領域に表示されていたオブジェクトは小さな
領域へ移動され、小さな領域に表示されていたオブジェクトは大きな領域へ移動され表示
される方式である。図１０Ａでのように、Ａ領域のサイズが最も大きく、Ｂ、Ｃ領域はＡ
領域に比べてサイズが小さい場合を例示している。図１０Ａの画面が表示される状態で、
携帯端末１００のモーション、例えば、上下方向への往復モーションが検出されると、図
１０Ａの大きなサイズのＡ領域に表示されていたオブジェクトは、図１０Ｂの小さなサイ
ズのＡ領域へ移動（１０００）され、これと反対に、図１０Ａの小さなサイズのＣ領域に
表示されていたオブジェクトは図１０Ｂの小さなサイズのＣ領域へ移動（１００５）され
表示される。このような配列規則によって、図１０Ａの画面が表示される状態で、携帯端
末１００のモーションが検出されるごとに、図１０Ｂから図１０Ｄでのような順序でレイ
アウトの構成が変更される。
【０１０５】
　図１１Ａ乃至図１１Ｄは、本発明の実施形態によるオブジェクト属性によってその領域
に表示されるオブジェクトが変更される方式を例示している。図１１Ａ乃至図１１Ｄによ
れば、横で撮影した写真と縦で撮影した写真の場合、各々横形態の領域及び縦形態の領域
に配置されることが望ましい。図１１Ａでは、横形態のＡ領域、縦形態のＢ、Ｃ領域を例
示しているが、Ａ領域には横オブジェクト１１００が割り当てられて表示され、Ｂ、Ｃ領
域には各々縦オブジェクト１１０２、１１０５が割り当てられて表示されることが望まし
い。本発明の実施形態によれば、横形態であるか縦形態であるかなどに対するオブジェク
トの属性は、そのオブジェクトの固有な属性として、予め分り得る事項である。これによ
って、制御部１１０は、そのオブジェクト属性を考慮して、そのオブジェクト属性に対応
する領域に該当オブジェクトを配置する。また、制御部１１０は、スマートアルバムアプ
リケーションを実行するとき、表示しなければならないオブジェクトの数を判定し、ペー
ジごとに多様な形態の領域を有する複数個のレイアウトのうち、そのオブジェクトの数及
びそのオブジェクトの属性に対応するレイアウトを選択して提供することができる。
【０１０６】
　図１１Ａの画面が表示される状態で、モーションが検出されると、図１１Ｂでのように
領域の配置が変更されたレイアウトが表示されることができる。この時、図１１ＡのＣ領
域に表示されていたオブジェクトが縦オブジェクトの場合には、図１１ＢのＣ領域へ移動
されても、その縦オブジェクトを表示することが可能である。すなわち、図１１Ｂで縦オ
ブジェクト１１０５の一部分１１１０だけが切られて見えないだけで、その縦オブジェク
ト１１０５はＣ領域に表示され得る。
【０１０７】
　次に、再度モーションが検出されると、図１１Ｂにおけるレイアウトは、図１１Ｃでの
ような配置を有するレイアウトに変更され表示されることができる。すなわち、図１１Ｂ
のＢ領域に表示されるオブジェクトは、以前の図１１ＡのＢ領域に表示されていた縦オブ
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ジェクト１１０５に該当することであるから、図１１ＣのＢ領域へ移動され表示されるこ
とが可能である。しかしながら、図１１ＢのＡ領域に表示されるオブジェクトは、図１１
ＡのＡ領域に表示されていた横オブジェクト１１００に該当することであるから、上記オ
ブジェクトは図１１ＤのＡ領域へ移動され表示されることができない。すなわち、図１１
ＤのＡ領域に横オブジェクト１１００を配置する場合には、その横オブジェクト１１０の
一部分１１５が切られてもその横オブジェクト１１００が配置された部分を除いては、Ａ
領域には余白が存在するようになる。このように一定レベル以上に比率が合わない領域は
、オブジェクト配置時に除外されることが望ましい。したがって、図１１Ｄのレイアウト
は、レイアウトの変更のための選択対象から除外される。このようにオブジェクトの属性
を考慮したレイアウトの変更により、例えば、人物写真（portrait）、風景（landscape
）などの構成要素は各構成要素の比率を最大限維持する間に、画面の領域に効果的に配置
され得る。
【０１０８】
　図１２は、本発明の他の実施形態による携帯端末におけるレイアウトを構成する領域を
変更する方法を説明するための概略的な順序図である。以下の説明で図１２を例示して説
明するが、本発明によるタッチされたオブジェクトの属性によってレイアウトを構成する
領域に表示されるオブジェクトを変更する方法がこれに限定されるものではない。
【０１０９】
　図１及び図１２を参照すると、制御部１１０は、ステップ１２００で携帯端末１００の
タッチスクリーン１９０上にオブジェクトが表示される領域で構成されたレイアウトを表
示する。ステップ１２０５で制御部１１０は、入力手段により上記領域のうち少なくとも
一つがタッチされたかを判定する。少なくとも一つの領域がタッチされた場合、 制御部
１１０は、ステップ１２１０で携帯端末１００の往復モーションが検出されるかを判定す
る。往復モーションが検出されると、制御部１１０は、ステップ１２１５で上記タッチさ
れた領域に属したオブジェクトの属性に対応するオブジェクトを検索する。ステップ１２
０５で、少なくとも一つの領域がタッチされないか、ステップ１２１０でタッチされた状
態で往復モーションが検出されないと、ステップ１２００に戻って上記レイアウトの表示
状態を維持する。
【０１１０】
　制御部１１０は、ステップ１２２０で上記タッチされたオブジェクトが表示される領域
のみを固定したまま、残りの領域に検索されたオブジェクトを配置し、ステップ１２２５
で検索されたオブジェクトが配置された領域で再構成されたレイアウトを表示する。一方
、往復モーションが検出されないと、ステップ１２００に戻って上記レイアウトの表示状
態を維持する。上述した内容では、関連オブジェクトを検索するステップ１２１５はタッ
チが維持された状態で往復モーションが検出された以後、すなわち、ステップ１２１０以
後に実行される場合を例に挙げて説明したが、いずれか一つの領域上にタッチが発生すれ
ば、その領域に属したオブジェクトと関連したオブジェクトを検索することも可能である
。
【０１１１】
　図１３Ａ及び図１３Ｂは、本発明の他の実施形態によってタッチされたオブジェクトの
属性によってレイアウトのそれぞれに相異なるオブジェクトを表示する過程を示す例示図
である。
【０１１２】
　図１３Ａ及び図１３Ｂによれば、位置ベースにオブジェクトを整列する方式以外に、オ
ブジェクトの属性によってオブジェクトを整列する多様な方法が利用され得る。このよう
な方式は、人物を基準として整列する方式、ソーシャルネットワークベースにオブジェク
トを整列する方式などを含む。
【０１１３】
　人物を基準として整列する方式の場合、例えば、人物が表示される写真の場合、その人
物をタッチした状態で携帯端末１００を振ると、そのタッチされた人物と関連した写真が



(22) JP 2016-511471 A 2016.4.14

10

20

30

40

50

現在ページのレイアウトを構成するように再配列され得る。この時、複数の人物写真の場
合には、所定の一つの人物のみを特定でき、その特定された人物をタッチした状態で携帯
端末１００を振ると、その特定人物関連写真が検索され再配列された領域各々に表示され
ることができる。また、ソーシャルネットワークベースにオブジェクトを整列する方式の
場合、例えば、フェイスブック（登録商標）フィード（facebook feed）機能を選択した
場合、該当フェイスブックフィードが該当ページのレイアウトの領域に合うように再配列
され得る。
【０１１４】
　図１３Ａでは、地図領域、Ａ、Ｂ、Ｃ領域で構成されたレイアウトを例示している。ユ
ーザが地図領域をタッチした後、そのタッチを維持した状態で、携帯端末１００を振ると
、地図領域に属するオブジェクトに関連されたオブジェクトがそのタッチされた領域に属
したオブジェクトの属性を基準にして検索され、検索されたオブジェクトが図１３Ｂでの
ように各領域に配置されて表示されることができる。例えば、地図領域で、‘ニューヨー
クタイムスクエア広場’をユーザがタッチした状態で携帯端末１００を振る場合、‘ニュ
ーヨークタイムスクエア広場’と関連したオブジェクト、例えば、その場所で撮影した写
真、その場所関連ニュース、その場所で推薦するアプリケーション項目などが図１３Ｂで
のように各領域に配置され得る。
【０１１５】
　図１４Ａ及び図１４Ｂは、本発明の一実施形態による携帯端末におけるレイアウトを構
成する領域の数を調節する方法を説明するための概略的な順序図である。図１５Ａ乃至図
１５Ｉは、本発明の一実施形態による携帯端末におけるレイアウトを構成する領域の数を
調節する過程を示す例示図である
【０１１６】
　図１４Ａ及び図１４Ｂ、図１５Ａ乃至図１５Ｉによれば、図１４Ｂは、図１４Ａにつな
がる図面である。以下、領域の数を調節する方法の説明において、その理解を助けるため
に図１５Ａ乃至図１５Ｉを例示して説明するが、その領域の数を調節する方式はこれに限
定されるものではない。
【０１１７】
　制御部１１０は、ステップ１４００で携帯端末１００のタッチスクリーン１９０上にオ
ブジェクトが表示される領域で構成されたレイアウトを表示する。ステップ１４０５で領
域個数の変更要請が受信されるかを判定する。ユーザは、ボリュームキーのような特定キ
ーを押すか画面上段に位置したアクションバーに表示されるオプション機能を通じて領域
個数の変更を要請することができる。領域個数の変更要請が受信されると、制御部は、ス
テップ１４１０で領域個数調節のためのアイコンを表示する。領域個数の変更要請がなけ
れば、ステップ１４００に戻る。ステップ１４１５で、制御部１１０は、上記アイコンの
うちいずれか一つがタッチされるかを判定する。
【０１１８】
　ステップ１４１５でタッチ入力が検出されない場合、ステップ１４１０に戻る。領域追
加のためのアイコンが選択されると、制御部１１０は、図１４Ｂのステップ１４２０で領
域追加アイコンがタッチされた状態で往復モーションが検出されるかを判定する。往復モ
ーションが検出されると、制御部１１０は、ステップ１４２５で現在ページのレイアウト
を構成する領域に次のページのレイアウトの領域を追加し、ステップ１４４０で追加され
た領域を含んで再構成されたレイアウトを表示する。領域追加アイコンがタッチされた状
態で往復モーションが反復的に検出される場合、制御部１１０は、往復モーションの検出
によって、段階的に一つずつ領域を追加する。
【０１１９】
　図１５Ａ乃至図１５Ｉでは、携帯端末１００のモーションによってレイアウトの領域の
間に配列が変更されるだけでなく、その領域の数も調節される場合を例示している。図１
５Ａのように画面が表示される場合、領域個数の調節要請が受信されると、図１５Ｂでの
ように領域追加アイコン１５１０及び領域減少アイコン１５００が表示される。ユーザが
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領域追加アイコン１５１０をタッチした状態で携帯端末１００を振ると、図１５Ｃでのよ
うにＤ領域が追加されながらＡ、Ｂ、Ｃ領域が再配列される。ユーザがさらに携帯端末１
００を振ると、図１５ＤでのようにＥ領域が追加され、残りの領域が再配列される。以後
、一定時間の間にモーションが検出されない場合、図１５Ｅのようにレイアウトが維持さ
れる。このように１ページに表示されるレイアウトを構成する領域の数が増加すると、表
示するオブジェクトの数は予め決定されているので、全体ページの数は減少するようにな
る。
【０１２０】
　領域追加アイコンがタッチされない場合、制御部１１０は、ステップ１４３０で領域減
少アイコンがタッチされた状態で往復モーションが検出されるかを判定する。領域減少ア
イコンがタッチされた状態で往復モーションが検出されると、制御部１１０は、ステップ
１４３５で現在ページのレイアウトを構成する領域から一つの領域を除去した後、ステッ
プ１４４０で上記除去された領域を除外した残りの領域で再構成されたレイアウトを表示
する。この時、領域減少アイコン１５００がタッチされた状態で往復モーションが反復的
に検出される場合、往復モーションが発生することによって段階的に一つずつ領域が除去
される。
【０１２１】
　図１５Ｆでのようにユーザが領域減少アイコン１５００をタッチした状態で携帯端末１
００を振ると、図１５ＧでのようにＤ領域が除去されながらＡ、Ｂ、Ｃ領域が再配列され
る。領域減少アイコン１５００をタッチした状態でユーザがさらに携帯端末１００を振る
と、最小領域の個数が決定されているので、図１５Ｈでのように領域の数は変更されない
ことがあり、このような場合には、その領域の配列のみが変更される。以後、一定時間の
間にモーションが検出されない場合には、図１５Ｉのようにレイアウトが維持される。こ
のように、１ページに表示されるレイアウトを構成する領域の数が減少すると、一定個数
のオブジェクトを表示するためには、全体ページの数は増加するようになる。
【０１２２】
　ステップ１４３０で領域追加／減少アイコンがタッチされない状態で往復モーションが
検出される場合、制御部１１０は、ステップ１４４５で図５乃至図７でのように往復モー
ションの方向によってレイアウトを構成する領域を変更し、ステップ１４５０で変更され
た領域で再構成されたレイアウトを表示する。
【０１２３】
　上述した内容では、該当ページの領域の数を、アイコンを利用して追加又は削除する場
合を例に挙げて説明したが、アップ／ダウンボリュームキーを利用して領域追加又は削除
する方法など、多様な方法が存在する。例えば、ユーザがボリュームアップキーを押した
状態で携帯端末１００を振る場合、領域が追加され、ボリュームダウンキーを押した状態
で携帯端末１００を振る場合、領域が除去される方式がある。
【０１２４】
　図１６は、本発明の他の実施形態による携帯端末におけるレイアウトを構成する領域の
数を調節する方法を説明するための概略的な順序図である。図１７Ａ乃至図１７Ｃは、 
本発明の実施形態による携帯端末におけるレイアウトを構成する領域の数を調節する過程
を示す例示図である。
【０１２５】
　図１６及び図１７Ａ乃至図１７Ｃを参照すると、ステップ１６００及びステップ１６０
５は、図４のステップ４００及びステップ４０５と同一であるので、その具体的な説明は
省略する。ステップ１６１０で制御部１１０は、往復モーションの回数が一定個数以上で
あるかを判定する。一定個数以上である場合、ステップ１６１５で現在ページのレイアウ
トを構成する領域に次のページのレイアウトの一定個数の領域を追加する。ステップ１６
２０で制御部１１０は、上記追加された領域を含んで再構成されたレイアウトを表示する
。追加される領域の個数は、往復モーションの回数によって定められることができる。
【０１２６】
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　図１７Ａは、現在ページのレイアウトがＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ領域で構成された場合を例示し
ており、図１７Ｂは、次のページのレイアウトがＥ、Ｆ、Ｇ、Ｈ、Ｉ領域で構成された場
合を例示している。現在ページはタッチスクリーン１９０上に表示されるページを意味し
、次のページは、ユーザからタッチスクリーン１９０上をフリッキング又はドラッグする
ジェスチャにより表示されるページである。したがって、図１７Ａでのような現在ページ
が表示される状態で、一つ以上の往復モーションが検出されると、その往復モーションの
回数によって図１７Ｂの次のページのＥ、Ｆ領域が図１７Ｃでのように現在ページの領域
に追加されると同時に、その往復モーションの方向によってＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ領域が再配列
される。この時、領域は一つずつ又は予め定められた個数単位で追加されることができる
。このように現在ページに領域が追加されることによって、図１７Ｂのように次のページ
のＥ、Ｆ領域に表示されていたオブジェクトは、図１７Ｃに示されたようにＥ、Ｆ領域へ
移動され表示される。上記したように本発明によれば、携帯端末１００のモーションを利
用することによって、ユーザは直観的にレイアウトの構成要素、すなわち、領域／オブジ
ェクトを所望の方式で整列することが容易な利点がある。
【０１２７】
　本発明によれば、携帯端末でその携帯端末のモーションにより複数のオブジェクトの配
置を迅速に変更できるだけでなく、ユーザの所望の形態で容易に変更することができる。
また本発明は、単純な携帯端末のモーション入力を通じてオブジェクトが配置されるレイ
アウトの構造を変更できてユーザ便宜が極大化できる。
【０１２８】
　さらに、本発明は、オブジェクトの属性を考慮してその属性に対応するオブジェクトで
構成されたレイアウト、すなわち、目的に符合するレイアウトを提供することができ、全
体としての統一された秩序感覚がある合わせ型レイアウトを提供できる効果を有する。
【０１２９】
　本発明の一実施形態は、ハードウェア、ソフトウェア、又はハードウェア及びソフトウ
ェアの組み合せの形態で実現することができる。このような任意のソフトウェアは、例え
ば、削除又は再記録が可能な読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）のような揮発性又は不揮発性
記憶装置、又は、例えば、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、メモリチップ、メモリ装
置、又はメモリ集積回路（ＩＣ）、又は、例えば、コンパクトディスク（ＣＤ）、ディジ
タル多用途ディスク（ＤＶＤ）、磁気ディスク、又は磁気テープなどの光学的又は磁気的
に読み取り可能な非一時的な機械可読（例えば、コンピュータ可読）記憶媒体に記憶する
ことができる。本発明の一実施形態によるサービス適用方法は、制御器及びメモリを含む
コンピュータ又は、携帯端末により具現されることができ、このメモリは、本発明の様々
な実施形態を具現する指示を含むプログラム又はプログラムを格納するのに適合した機械
可読（例えば、コンピュータ可読）記憶装置の一例である。
【０１３０】
したがって、本発明は、本願明細書の任意の請求項に記載された装置又は方法を実現する
ためのコードを含むプログラム及びこのようなプログラムを格納する機械可読（例えば、
コンピュータ可読）記憶装置を含む。また、このようなプログラムは、有線又は無線接続
を通じて送信される通信信号のような任意の媒体を通じて電子的に移送され、本発明は、
これと均等なことを適切に含む。
【０１３１】
また上記携帯端末は、有線又は無線で連結されるプログラム提供装置から上記プログラム
を受信して保存することができる。上記プログラム提供装置は、上記プログラム処理装置
が既設定されたコンテンツ保護方法を実行するようにする指示を含むプログラム、コンテ
ンツ保護方法に必要な情報などを保存するためのメモリと、上記グラフィック処理装置と
の有線又は無線通信を実行するための通信部と、上記グラフィック処理装置の要請又は自
動に該当プログラムを上記送受信装置に送信する制御部を含み得る。
【０１３２】
　以上、本発明を具体的な実施形態を参照して詳細に説明してきたが、本発明の範囲及び
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、本発明の範囲は、上述の実施形態に限定されるべきではなく、特許請求の範囲の記載及
びこれと均等なものの範囲内で定められるべきものである。
【符号の説明】
【０１３３】
１００　携帯端末
１０１　前面
１０２　側面
１０３　後面
１１０　制御部
１１１　ＣＰＵ
１１２　ＲＯＭ
１１３　ＲＡＭ
１２０　通信モジュール
１２１　移動通信モジュール
１３０　サブ通信モジュール
１３１　無線ランモジュール
１３２　近距離通信モジュール
１４０　マルチメディアモジュール
１４１　放送受信のための地上波ＤＭＢアンテナ
１４１　放送通信モジュール
１４２　オーディオ再生モジュール
１４３　動画再生モジュール
１５０　カメラモジュール
１５１　第１のカメラ
１５２　第２のカメラ
１５３　フラッシュ
１５４　モーター部
１５５　鏡筒部
１５７　ＧＰＳモジュール
１６０　出力モジュール
１６１　ボタン
１６２　マイク
１６３　スピーカ
１６４　振動素子
１６５　コネクタ
１６６　キーパッド
１６７　イヤホン接続ジャック
１６８　入力ユニット
１６９　脱／付着認識スイッチ
１７０　センサモジュール
１７５　保存部
１８０　電源供給部
１９０　タッチスクリーン
１９５　タッチスクリーンコントローラ
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【図１１】 【図１２】
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【図１４Ｂ】 【図１５】
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